






















ガの内訳については，ガラス乾板でサイズが約 12×16.5 cm のもの 54 枚，同じくガラス乾板で約
8×10.5 cm のものが 269 枚及びニトロセルロースフィルムで約 8×10.5 cm のものが 67 枚，合計
390 枚である。また，個々の写真を比較，検討するにあたって，二風谷写真帳には頁番号やキャプ
ション No. が付されているものと付されていないものが，歴博写真帳には頁番号及びキャプション
No. が付されていないため，便宜的に二風谷写真帳の表紙及び個々の写真に「二–1 ～ 100」の番号を，
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帳の形態は横型で，26.5 cm×36 cm，厚さ 3.5 cm を測る。
　中表紙には，「北国の神秘を語る　アイヌ写真帳　1952　社団法人　北海道アイヌ協会平取支部」
と記載されている（写真 1）。









録」（1 ～ 8 頁），第二編に「アイヌの祭儀に使用される
木幣，神体について」（9 ～ 17 頁），第三編に「風俗，習
慣に関する収録」（18 ～ 37 頁）という構成になっている。
　
　写真帳に貼付されている写真は全 99 点（組写真も 1 点とした）を数える。その内訳は，目次に
よれば第一編で 27 点，第二編で 17 点，第三編で 50 点の計 94 点となるが，このほかに第一編及び
第二編の始めにそれぞれ巻頭写真のような扱いで 1 点ずつ（二–2，二–30）貼付されている。さら
に発行後と推察されるが，23 頁にキャプション No. の付されていない写真が 1 点（二–59），35 頁
には次頁と重複するキャプション No. 89 が 1 点（二–93），37 頁には前頁に空きスペースが無かっ
たために貼付されたと思われるキャプションNo.の付されていない写真が1点（二–100）ある。また，
ネガについては，二–99 のうち「男子墓標」とされる以外はすべて歴博が所蔵するネガ 390 枚の中
に所在することが確認された。
　写真帳の 1 頁に貼付されている写真は，おおよそ 1 ～ 4 枚である。写真のサイズは二–2，二
























と表示された既製の写真帳である（表 2　歴–1）。写真帳の形態は横型で，23 cm×32 cm，厚さ 4.5 cm
を測り，二風谷写真帳よりひとまわり小さい。
　貼付されている写真は全 81 点（うち 2 点剥落）である。このうち歴博所蔵のネガにないものは，
二風谷写真帳二–99 同様に「男子墓標」のほか，歴–8，60 ～ 62，66 ～ 72 の 11 点である。1 頁に
貼付されている写真は，1 点のみというものが 4 頁，2 点貼りが 32 頁，3 点貼りが 3 頁，4 点貼り
が 1 頁である。写真のサイズは二風谷写真帳同様，歴–2，歴–12，歴–22 のみ意図的に大きめのサ
イズとしている。ただし，歴–2 は剥落しているので，その痕跡から推察した。目次・頁・キャプ






























と表示された既製の写真帳である（表 2　歴–1）。写真帳の形態は横型で，23 cm×32 cm，厚さ 4.5 cm
を測り，二風谷写真帳よりひとまわり小さい。
　貼付されている写真は全 81 点（うち 2 点剥落）である。このうち歴博所蔵のネガにないものは，
二風谷写真帳二–99 同様に「男子墓標」のほか，歴–8，60 ～ 62，66 ～ 72 の 11 点である。1 頁に
貼付されている写真は，1 点のみというものが 4 頁，2 点貼りが 32 頁，3 点貼りが 3 頁，4 点貼り
が 1 頁である。写真のサイズは二風谷写真帳同様，歴–2，歴–12，歴–22 のみ意図的に大きめのサ
イズとしている。ただし，歴–2 は剥落しているので，その痕跡から推察した。目次・頁・キャプ



























　二風谷写真帳の 53 点と歴博写真帳の 56 点が歴博所蔵の同一ネガからプリントされたものと判断
される。ニトロセルロースフィルムからプリントされたものは，二–2 と歴–2，二–29 と歴–11，二
–31 と歴–13，二–40 と歴–74，二–41 と歴–75，二–42 と歴–76，二–44 と歴–77 の 7 組で，他はガ
ラス乾板のネガからプリントされている。上記 7 組の写真のうち，歴–2 の写真は剥落していて手
書き解説のみであったが，その解説内容から二–2 と同じ写真が貼られていたと判断した。また，
二–2 と歴–2 に使用されたネガを除く，6 枚のネガ（資料番号：F–387–2–2–176，F–387–2–7–66，
F–387–2–7–67，F–387–2–7–71，F–387–2–7–74，F–387–2–14–181）には二風谷写真帳に付されたキャ
プション No. が書き込まれている（写真 2）。
　ガラス乾板からプリントされたもののうち，ネガサイズが約 12×16.5 cm のものは 13 枚である。
このうち二–48 と歴–22 に使用されたネガを除いた 12 枚のガラス乾板（F-387–2–3–366，F–387–2–
12–209，F–387–2–12–217，F–387–2–12–381，F–387–2–12–383，F–387–2–12–384，F–387–2–12–385，
F–387–2–14–195，F–387–2–14–373，F–387–2–14–377，F–387–2–17–326，F–387–2–17–327）には二
風谷写真帳に付されたキャプション No. が書き込まれている（写真 3）。
　また，二–46 と歴–78，二–48 と歴–22，二–73 と歴–40，二–74 と歴–39，二–97 と歴–52･53 を
除く 7 組の写真のネガは，明らかに数枚の写真を複写したネガから写真帳のプリントを作成してい








　二–65 と歴–33 に写ったものは，約 12×16.5 cm サイズと約 8×10.5 cm サイズのネガが 1 点ずつ
あるが，大判のネガ（写真 4）は機織り器具の他に機織りの状況写真も一緒に複写されたもので，
もう一方（写真 5）は機織り器具のみを撮影したオリジナルネガである。しかし，写真帳に貼付さ
れている写真には，機織り器具にそれぞれ 1. ～ 8. の写植が付されているので，このことより大判
サイズの複写ネガからプリントされたことが分かる。
　二–70 と歴–36 に使用されたネガ（写真 6）も 6 枚のプリントを複写したものである。縦位置ネ








　二–86 と歴–46･47 は 4 枚のプリントを複写したネガ（写真 7）であるが，二–86 ではそのまま 1
枚の写真としてプリントされているのに対して，歴博写真帳ではこのネガを上下別々にプリントし
て 2 枚の写真としている。同様に，二–87 と歴–48 も 5 枚のプリントを複写したネガ（写真 8）で，
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ミングしてプリントしたものである。二–97 ではそれらを 2 枚一組とし，歴博写真帳ではそれぞれ
一枚ずつ貼付して使用している。
　約 8×10.5 cm のガラス乾板ネガからプリントされている共通写真は 34 組であった。他のネガ
同様多くのネガには二風谷写真帳のキャプション No. が付されており，No. が確認されなかった
ものは二–3 と歴–3，二–30 と歴–12，二–57 と歴–26 に使用された 3 点のネガ（F–387–2–11–5，
F–387–2–10–64，F–387–2–8–105）だけであった。また，大判ネガ同様に複写したネガを使用した
ものが数点見受けられる。このうち二–12 と歴–7 に使用されたネガ（F–387–2–12–196）には，新
聞紙をバックにプリントが写し込まれている。また，二–58 と歴–25 は同様のネガが 2 枚見られ
るが（F–387–2–8–99，F–387–2–8–100），いずれもプリントを複写したものである。二–100 と歴
–20･21 は男性と女性の人物が 2 枚一組として貼付されている。二風谷写真帳には解説がないが，
歴博の写真帳には夫婦であることが記載されている。男性のネガ（F–387–2–16–255）には「93 1」
と記載されており，当初は二風谷写真帳の No. 93 として予定されていたものが差し替えられた可能
性がある。同様に女性のネガ（F–387–2–17–302）にも「93 2」と記載されている（写真 9･10）。
　二–57 と歴–26 に使用されたネガはオリジナルと判断したが，歴–26 は写真が剥落している。た
だし，両写真帳の解説には「輪舞（ホリッパ）」の記載があるので，おそらく二–57 と同じ写真が
貼付されていたものと推察される。
　二–71 と歴–37 は屋外にて白布をバックに撮影されたネガ（写真 11）が使用されているが，ネガ
の右側には塗りつぶしの痕がみられるため，トリミングしてプリントされている。



















32，43，45 の 6 点，ガラス乾板の大判ネガからプリントされたものは二–75，87，95 の 3 点，約 8
×10.5 cm のガラス乾板ネガからプリントされたものが 38 点である。ほとんどのネガには，二風
谷写真帳のキャプション No. が書き込まれており，不明なものは二–51，59，79 の 3 点程度である。
大判のガラス乾板 3 点のうち，二–75，87 に使用されたネガは数枚の写真を複写したものである。
このうち，二–75はプリントを5枚複写したネガ（写真15）からさらにプリントされたものであるが，
そのなかの「B」には別のオリジナルネガ（写真 16）が存在する。
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大判のネガ（写真 18）も 1 枚確認されている。
　二–51 は 2 枚の写真を複写したネガ（F–387–2–3–
369）からプリントされたものであるが，これとは別
に右の写真にはオリジナルのネガ（F–387–2–3–140）





















されたものが 2 点（歴–17･82），約 8×10.5 cm のガラス乾板からプリントされたものが 10 点（歴




の撮影した写真に間違いないと思われる。歴–54 ～ 62 は同じ環境で撮影された踊りの記録写真で
あり，また歴–66 ～ 72 は風俗等の写真であるが，解説等から N・G・マンロー逝去後に撮影された
ものと思われる。また，歴–65 は二風谷写真帳と全く同じ写真ではないにしろ，二–22，二–23 か
ら関連する写真と思われる。歴–81 は公開基準（案）により写真は不掲載とした。このネガについ
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が伺われる。たとえば，二風谷写真帳の第一編「熊祭りの儀式と記録」では二–3 ～ 29（27 枚）の
写真を使用し詳細に解説されているが，歴博写真帳では歴–3 ～ 11（8 枚）の共通する写真に，歴
–8 を加えたのみとなっていて，解説も要約されている。また第二編の「アイヌの祭儀に使用され
る木幣，神体について」では二–30 ～ 47（18 枚）を用いて木幣や呪法等を紹介しているが，歴博
写真帳では歴–12 ～ 18 で木幣と御幣という限定的なものとなっており，第二編で共通した歴–74 ～
79 は別の意図で扱われている。さらに二風谷写真帳の第三編「風俗，習慣に関する収録」では二




谷写真帳と共通する 56 点のなかに N・G・マンローの写真が含まれる可能性が高いと考えた方が
妥当ではないだろうか。












（2010 年 9 月 27 日受付，2011 年 2 月 21 日審査終了）





No. 頁 キャプションNo. キャプション（日本語・アイヌ語）及び解説内容
二–1 表紙 Ainu










































No. 頁 キャプションNo. キャプション（日本語・アイヌ語）及び解説内容
二–1 表紙 Ainu





















































Kamui-nomi.        Saying prayers to the gods.




































I-teye.     Clamping the bear’s head between logs.
二–15



































飼 熊 の 場 合
神　　　の　　　名
ヌ サ ↑ ラ ム ヌ サ ↑ ハ シ ナ ウ ↑
肉 名
和 名 　胸　　　筋　 濶 背 筋 　心　　　臓　
アイヌ名 ラ プ ラ プ セツルキリプ ＼ ／ サ ン ペ
狩 猟 熊 の 場 合
ラ ム ヌ サ ↓ ハ シ ↓ ナ ウ
神　　　の　　　名
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Yuk-sapa-un-ni.     The bear’s head is placed on the pole called “yuksapa-un-ni”.
二–26
No.24 「ユク・サパ・ウン・ニ」に飾り終わった所




















Inau-chipa.      Tha place where clusters of inau are placed.
二–30 9
無
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二–30 9
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Hashinau-kamui-inau.      Wood fetishes for bird gods.
二–35
No.32 ラムヌサカムイイナウ　 四本一組……ラムヌサカムイとワツカウシカムイに捧げられる同じ作りのもの。
Ramusa-kamui-inau.      Wood fetishes for the god of woods.
ワツカウシカムイ・イナウ




 接 待 主 「サケサンケクル」 一本
 主 賓 「サケエユシクル」 一本
 接待主の妻 「サケサンケクル・マチ」 二本





























































Mintar-kor-kamui-inonnoitak.    Asking help from the demon of the yard in front 


























































Mintar-kor-kamui-inonnoitak.    Asking help from the demon of the yard in front 








































厠の位置は住家の西方道路を越して 10 ｍ乃至 20 ｍの所で，厠に向つて左方は男子，
右方は女子の厠，昔は通常この厠の後方 50 ｍ乃至 100 ｍのところに墓所を作る。




























































































































































































































































7）「ペカカリプ」 …………………………  縦糸を上下に交叉する時に使う。 
細き糸を纒い縦糸を一本置きに通して使
用する。
8）「ウオサ」 ………………………………  糸通し器具で糸の互に纒絡しない様にし
織物の幅を定める。





巾約 39 cm，糸数 250 本位迄
織進度は一日 3 ｍ乃至 4 ｍ，織維はおひょう楡・春楡・しな等の樹皮を水にさらし
泥土で染めて使用する。
Attush. A kind of cloth made fron the inner bark of elm-trees.
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No.66 「イカヨプ・イコル」（A. B. C. 三種）
「イカヨプ」　　　狩猟用の矢筒
Ikayop-ikor. Three kinds （A. B. C.） of quivers.
二–71
No.67 大刀（上）と宝刀（下） 「エムシ」・「イコル」
































E  「オツチケ」 「ツ゚ キ」 「イクパスイ」
 （膳） （酒杯高つき） （酒箸）





Tama-sai ;  jewels
耳飾輪
「ニンカリ」
Ninkari ;  earrings
「エチユシ」
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　Mui.      A winnow.
2）　酒　槽…………「サカエナンテプ」（單に「サカエ」）
3）　椀………………「イタンキ」












（1） A. B. C. 
　燈火「スネ」 手 桶 柄杓「ピサツク」 
「ニアツシ」 樺の皮にて作る
























　　　　 穀 　 搗 
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Kuwa.      Grave posts.
二–98
No.93 1）　男子特殊なるもの The grave of the chief of a tribe.








No.94 1）男子墓標 Grave post of man.
　　　　　埋葬の祭男子は頭部の左側に立てる。
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No.94 1）男子墓標 Grave post of man.
　　　　　埋葬の祭男子は頭部の左側に立てる。
























































































































































































二風谷写真帳 歴博写真帳 歴　博　ネ　ガ 歴 博 資 料 番 号 ネ　ガ　の　状　況
1 二―2 歴―2（剥落） ニトロセルロースフィルム 8.2×10.8 cm F–387–2–5–76 オリジナル
2 二―3 歴―3 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–5 オリジナルの可能性がある
3 二―8 歴―4 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–4 オリジナルの可能性がある
4 二―10 歴―5 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–13 オリジナル
5 二―12 歴―7 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–12–196 複写
6 二―13 歴―6 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–15 オリジナル
7 二―21 歴―9 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–36 オリジナル
8 二―24 歴―10 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–41 オリジナル
9 二―29 歴―11 ニトロセルロースフィルム 8.2×10.8 cm F–387–2–14–181 オリジナル
10 二―30 歴―12 ガラス乾板　8.0×12.0 cm F–387–2–10–64 複写の可能性がある
11 二―31 歴―13 ニトロセルロースフィルム 8.2×10.9 cm F–387–2–2–176 オリジナル
12 二―34 歴―14 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–2–153 オリジナル
13 二―36 歴―18 ガラス乾板　8.2×10.5 cm F–387–2–14–189 オリジナル
14 二―37 歴―15 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–14–377 複写
15 二―38 歴―16 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–14–191 オリジナル
16 二―40 歴―74 ニトロセルロースフィルム 8×10.8 cm F–387–2–7–74 オリジナル
17 二―41 歴―75 ニトロセルロースフィルム 8.2×10.7 cm F–387–2–7–71 オリジナル
18 二―42 歴―76 ニトロセルロースフィルム 8.2×10.8 cm F–387–2–7–66 オリジナル
19 二―44 歴―77 ニトロセルロースフィルム 8.2×10.8 cm F–387–2–7–67 オリジナル
20 二―46 歴―78 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–14–195 オリジナル
21 二―47 歴―79 ガラス乾板　8.1×11.9 cm F–387–2–14–192 オリジナルの可能性がある
22 二―48 歴―22 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–15–218 オリジナル
23 二―49 歴―23 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–15–221 オリジナル
24 二―55 歴―24 ガラス乾板　8.0×10.8 cm F–387–2–3–142 オリジナルの可能性がある
25 二―57 歴―26（剥落） ガラス乾板　8.2×10.8 cm F–387–2–8–105 オリジナル
26 二―58 歴―25 ガラス乾板　8.0×12.0 cm F–387–2–8–99 複写
27 二―60 歴―29
ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–14–373 複写
28 二―61 歴―28
29 二―62 歴―30 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–3–128 オリジナル
30 二―63 歴―31 ガラス乾板　8.0×12.0 cm F–387–2–3–134 オリジナル
31 二―65 歴―33 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–3–366 複写
32 二―67 歴―32 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–3–121 オリジナル
33 二―68 歴―34 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–12–198 オリジナル
34 二―69 歴―35 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–12–199 オリジナル
35 二―70 歴―36 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–12–381 複写
36 二―71 歴―37 ガラス乾板　8.2×11.9 cm F–387–2–12–205 オリジナル
37 二―72 歴―38 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–12–208 オリジナル
38 二―73 歴―40 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–12–217 オリジナル
39 二―74 歴―39 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–12–209 オリジナル
40 二―80 歴―43 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–12–213 オリジナル
41 二―81 歴―42 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–12–207 オリジナル
42 二―82 歴―41 ガラス乾板　8.2×12.0 cm F–387–2–3–144 オリジナル
43 二―83 歴―45 ガラス乾板　8.3×10.7 cm F–387–2–3–137 複写の可能性がある
44 二―84 歴―49下段のみ ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–12–385 複写
45 二―85 歴―44 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–12–216 オリジナル
46 二―86
歴―46上段のみ
ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–12–383 複写
歴―47下段のみ
47 二―87 歴―48下段のみ ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–12–384 複写
48 二―88 歴―50 ガラス乾板　8.1×10.7 cm F–387–2–16–245 オリジナル
49 二―91 歴―51 ガラス乾板　8.1×10.7 cm F–387–2–18–266 オリジナル
50 二―93 歴―80 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–4–110 オリジナルの可能性がある
51 二―97
歴―52上段のみ ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–17–327 オリジナル
歴―53下段のみ ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–17–326 オリジナル
52 二―99 歴―19 ガラス乾板　8.2×11.9 cm F–387–2–9–118 オリジナル
53 二―100
歴―20男性 ガラス乾板　8.1×11.9 cm F–387–2–16–255 複写




二風谷写真帳 歴博写真帳 歴　博　ネ　ガ 歴 博 資 料 番 号 ネ　ガ　の　状　況
1 二―2 歴―2（剥落） ニトロセルロースフィルム 8.2×10.8 cm F–387–2–5–76 オリジナル
2 二―3 歴―3 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–5 オリジナルの可能性がある
3 二―8 歴―4 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–4 オリジナルの可能性がある
4 二―10 歴―5 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–13 オリジナル
5 二―12 歴―7 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–12–196 複写
6 二―13 歴―6 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–15 オリジナル
7 二―21 歴―9 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–36 オリジナル
8 二―24 歴―10 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–41 オリジナル
9 二―29 歴―11 ニトロセルロースフィルム 8.2×10.8 cm F–387–2–14–181 オリジナル
10 二―30 歴―12 ガラス乾板　8.0×12.0 cm F–387–2–10–64 複写の可能性がある
11 二―31 歴―13 ニトロセルロースフィルム 8.2×10.9 cm F–387–2–2–176 オリジナル
12 二―34 歴―14 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–2–153 オリジナル
13 二―36 歴―18 ガラス乾板　8.2×10.5 cm F–387–2–14–189 オリジナル
14 二―37 歴―15 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–14–377 複写
15 二―38 歴―16 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–14–191 オリジナル
16 二―40 歴―74 ニトロセルロースフィルム 8×10.8 cm F–387–2–7–74 オリジナル
17 二―41 歴―75 ニトロセルロースフィルム 8.2×10.7 cm F–387–2–7–71 オリジナル
18 二―42 歴―76 ニトロセルロースフィルム 8.2×10.8 cm F–387–2–7–66 オリジナル
19 二―44 歴―77 ニトロセルロースフィルム 8.2×10.8 cm F–387–2–7–67 オリジナル
20 二―46 歴―78 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–14–195 オリジナル
21 二―47 歴―79 ガラス乾板　8.1×11.9 cm F–387–2–14–192 オリジナルの可能性がある
22 二―48 歴―22 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–15–218 オリジナル
23 二―49 歴―23 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–15–221 オリジナル
24 二―55 歴―24 ガラス乾板　8.0×10.8 cm F–387–2–3–142 オリジナルの可能性がある
25 二―57 歴―26（剥落） ガラス乾板　8.2×10.8 cm F–387–2–8–105 オリジナル
26 二―58 歴―25 ガラス乾板　8.0×12.0 cm F–387–2–8–99 複写
27 二―60 歴―29
ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–14–373 複写
28 二―61 歴―28
29 二―62 歴―30 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–3–128 オリジナル
30 二―63 歴―31 ガラス乾板　8.0×12.0 cm F–387–2–3–134 オリジナル
31 二―65 歴―33 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–3–366 複写
32 二―67 歴―32 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–3–121 オリジナル
33 二―68 歴―34 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–12–198 オリジナル
34 二―69 歴―35 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–12–199 オリジナル
35 二―70 歴―36 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–12–381 複写
36 二―71 歴―37 ガラス乾板　8.2×11.9 cm F–387–2–12–205 オリジナル
37 二―72 歴―38 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–12–208 オリジナル
38 二―73 歴―40 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–12–217 オリジナル
39 二―74 歴―39 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–12–209 オリジナル
40 二―80 歴―43 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–12–213 オリジナル
41 二―81 歴―42 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–12–207 オリジナル
42 二―82 歴―41 ガラス乾板　8.2×12.0 cm F–387–2–3–144 オリジナル
43 二―83 歴―45 ガラス乾板　8.3×10.7 cm F–387–2–3–137 複写の可能性がある
44 二―84 歴―49下段のみ ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–12–385 複写
45 二―85 歴―44 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–12–216 オリジナル
46 二―86
歴―46上段のみ
ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–12–383 複写
歴―47下段のみ
47 二―87 歴―48下段のみ ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–12–384 複写
48 二―88 歴―50 ガラス乾板　8.1×10.7 cm F–387–2–16–245 オリジナル
49 二―91 歴―51 ガラス乾板　8.1×10.7 cm F–387–2–18–266 オリジナル
50 二―93 歴―80 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–4–110 オリジナルの可能性がある
51 二―97
歴―52上段のみ ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–17–327 オリジナル
歴―53下段のみ ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–17–326 オリジナル
52 二―99 歴―19 ガラス乾板　8.2×11.9 cm F–387–2–9–118 オリジナル
53 二―100
歴―20男性 ガラス乾板　8.1×11.9 cm F–387–2–16–255 複写





No. 写真 No. 歴　博　ネ　ガ 歴博資料番号 ネガの状況 No. 写真 No. 歴　博　ネ　ガ 歴博資料番号 ネガの状況
1 二―4 ガラス乾板　8.1×10.7 cm F–387–2–11–6 オリジナルの可能性 27 二―51 ガラス乾板　8.2×12.0 cm F–387–2–3–369 複写
2 二―5 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–7 オリジナル 28 二―52 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–1–329 オリジナル
3 二―6 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–8 オリジナル 29 二―53 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–1–330 オリジナル
4 二―7 ガラス乾板　8.1×10.7 cm F–387–2–11–10 オリジナル 30 二―54 ガラス乾板　8.2×10.8 cm F–387–2–3–143 オリジナルの可能性
5 二―9 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–3 オリジナルの可能性 31 二―56 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–12–210 オリジナル
6 二―11 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–14 オリジナル
32 二―59
ガラス乾板　8.0×12.0 cm F–387–2–3–131 オリジナルの可能性
7 二―14 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–17 オリジナル ガラス乾板　8.2×12.0 cm F–387–2–3–132 オリジナルの可能性
8 二―15 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–16 オリジナル 33 二―64 ガラス乾板　8.0×12.0 cm F–387–2–3–135 オリジナルの可能性
9 二―16 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–21 オリジナル 34 二―66 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–3–123 オリジナル
10 二―17 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–27 オリジナル 35 二―75 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–12–386 複写
11 二―18 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–23 オリジナル 36 二―76 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–12–206 オリジナル
12 二―19 ガラス乾板　8.1×10.7 cm F–387–2–11–32 オリジナル 37 二―77 ガラス乾板　8.2×11.9 cm F–387–2–12–203 複写
13 二―20 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–29 オリジナル 38 二―78 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–12–202 オリジナル
14 二―22 ニトロセルロースフィルム8.1×11.1 cm F–387–2–11–37 オリジナル 39 二―79 ガラス乾板　8.2×11.9 cm F–387–2–12–204 オリジナル
15 二―23 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–38 オリジナル 40 二―87 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–12–384 複写
16 二―25 ニトロセルロースフィルム8.1×11.1 cm F–387–2–11–43 オリジナル 41 二―89 ガラス乾板　8.3×11.9 cm F–387–2–16–247 複写
17 二―26 ニトロセルロースフィルム8.1×11.1 cm F–387–2–11–44 オリジナル 42 二―90 ガラス乾板　8.1×11.9 cm F–387–2–18–288 複写
18 二―27 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–51 オリジナル 43 二―92 ガラス乾板　8.1×10.7 cm F–387–2–4–109 オリジナルの可能性
19 二―28 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–50 オリジナル 44 二―94 ガラス乾板　8.1×11.9 cm F–387–2–17–315 オリジナル
20 二―32 ニトロセルロースフィルム8.2×10.8 cm F–387–2–14–180 オリジナル 45 二―95 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–17–327 オリジナル
21 二―33 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–2–151 オリジナル
46 二―96
ガラス乾板　8.3×11.9 cm F–387–2–17–314 複写の可能性
22 二―35 ガラス乾板　8.2×10.8 cm F–387–2–2–154 オリジナル ガラス乾板　8.1×11.9 cm F–387–2–17–315 オリジナル
23 二―39 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–2–155 オリジナル ガラス乾板　8.2×11.9 cm F–387–2–18–286 オリジナル
24 二―43 ニトロセルロースフィルム8.1×10.8 cm F–387–2–7–65 オリジナル ガラス乾板　8.2×11.9 cm F–387–2–18–287 オリジナル
25 二―45 ニトロセルロースフィルム8.2×10.8 cm F–387–2–7–68 オリジナル 47 二―98
ガラス乾板　8.2×11.9 cm F–387–2–9–113 オリジナル
26 二―50 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–15–225 オリジナル ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–9–114 オリジナル
表５　歴博写真帳にのみ見られる写真
No. 写真 No. 歴博ネガ 歴博資料番号 ネガの状況 No. 写真 No. 歴博ネガ 歴博資料番号 ネガの状況
1 歴―8 ネガ無し 14 歴―64 ニトロセルロースフィルム8.2×10.7 cm F–387–2–10–54 オリジナル
2 歴―17 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–1–339 オリジナル 15 歴―65 ガラス乾板　8.2×10.7 cm F–387–2–11–39 オリジナル
3 歴―27 ガラス乾板　8.2×11.9 cm F–387–2–3–129 オリジナル 16 歴―66 ネガ無し
4 歴―54 ガラス乾板　8.0×12.0 cm F–387–2–8–96 複写の可能性 17 歴―67 ネガ無し
5 歴―55 ガラス乾板　8.0×12.0 cm F–387–2–8–94 複写の可能性 18 歴―68 ネガ無し
6 歴―56 ガラス乾板　8.0×12.0 cm F–387–2–8–98 複写の可能性 19 歴―69 ネガ無し
7 歴―57 ガラス乾板　8.0×12.0 cm F–387–2–8–97 複写の可能性 20 歴―70 ネガ無し
8 歴―58 ガラス乾板　8.0×12.0 cm F–387–2–8–95 複写の可能性 21 歴―71 ネガ無し
9 歴―59 ガラス乾板　8.2×10.8 cm F–387–2–8–104 複写 22 歴―72 ネガ無し
10 歴―60 ネガ無し 23 歴―73 ニトロセルロースフィルム8.2×10.8 cm F–387–2–6–89 オリジナル
11 歴―61 ネガ無し 24 歴―81 ガラス乾板　8.0×12.0 cm F–387–2–4–106 オリジナル
12 歴―62 ネガ無し 25 歴―82 ガラス乾板　11.9×16.4 cm F–387–2–1–346 オリジナル
13 歴―63 ガラス乾板　8.0×10.7 cm F–387–2–1–332 オリジナル
